






































図　福島県中央部における調査地点 (Google Map を基に作成 )























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－  30  －－  31  －
史苑（第七二巻第二号）
としてイナゴ捕りが昨年の秋も行われた。全校児童一六一名で総量が四七・六キロ、販売代金が一一万八〇〇〇円にも上った。こうした収入は学校教育で行う米・野菜作り、収穫祭の資金に充てられている。このイナゴ捕り行事は授業時数を確保する理由から取 やめる案が学校側から出ていたが、 「イナゴ捕りは地域の特徴」という観点から反対の声があり、以後も継続されることになった（写真１） 。
　採集時期については、福島県中央部では一〇月上旬から
下旬にかけて捕るのが良い されている。採集時間については、本調査地域ではイナゴがほとんど動かな 早朝のみならず、よく跳ね にくいと言わ る昼間にも採集者がいることは特筆すべき事項であった。そのため、早朝から夕方にかけてイナゴを 採集者 おり、一〇日間一人で約一〇キロ以上採集する七〇代、八〇代 高齢者もいた。
　採集場所については、他人の田圃に入ってイナゴを捕る






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ば、イナゴが多い場所はヘビやクモなどが多い所だと七〇歳後半の女性のイナゴ採集常連者は言っていた。また、郡山市北部在住の女性は、イナゴ 田圃で多く捕れない時はイナゴが好きなヨシ 植物を当 ってみると良いと言っていた。
　採集方法については、イナゴを入れる布袋に筒をつける





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































るからである。仮に、右利きの人が右手でイナゴをつかむとする。捕まえるとすぐにイナゴを左手に移し替える。その作業を何回もす すると、徐々に左手はイナゴで一杯になってく 左手にイナゴが満杯の状態になったら初めて袋に入れる。筒をつけた場合は一匹ずつしか穴に入らない。拳 満杯の状態で手を広げる方法をとるのであれば袋に筒をつける必要は無い。袋を開いた瞬間にイナゴが飛び出ることはあるが、その数は少ないので、 「筒をつけるよりもこの方が（効率が）いい」と言う人もい 。袋に いては、腰に付ける人と腋に挟んで捕って 人もいた。
　捕ったイナゴは自宅に持ち帰って料理される。本地域で
は佃煮が主要な調理方法だが、フライパンで炒め り天ぷらにして食べると言う人もいた。ここで、簡単にイナゴの佃煮の調理方法について述べ 。まず 捕ったイナゴ 計量器で量る。この量が近隣の住民同士の話題 種になる。次に布袋ごと熱湯に入れてイナゴを殺す（写真５） 福島県中央部では捕ったその日のうち イナゴを処理するで、糞出しの処理をしてないことになる。
　多くの文献を見ると、イナゴは一日袋の中で生かしてお















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－  34  －－  35  －
史苑（第七二巻第二号）
除く作業をする（写真６） 。イナゴの脚は大腿部とノコギリ状の足先に分かれるが、大腿部は栄養があるという理由でここはちぎってはいけないという人がいた。家庭によっては、脚を全く取らないところもある こうして処理されたイナゴは、水煮された後に調味料が加えられる。調味料
はザラメ、醤油、味醂、日本酒などが使われる。他地域では白砂糖を使用している所もあるが、郡山市富久山町在住の方は「味が良く、甘い」という理由でザラメを使っている。水煮をする時間は家庭によってまちまちで、三〇分から三、 四日と幅がある。出来上が たイナゴは黒い色 している。長時間煮る人は、 「長い時間煮ないと口の中にカスが残る」と言っている。こうした味や食感の家庭差は近隣の高齢女性の間で話題の種になって る。
　本地域では、イナゴはお茶受け・酒のつまみなどに利用
される。家族内で食べることが多い 親戚・近隣住民などに「おすそ分け」するパターンも見られる。 内で消費する人は毎日少しずつイナゴを食べ、お茶受けとして訪問者にも出していた。中には自分ではほとんど食べず、約三〇〇グラムずつ二九人もの人におすそ分けしてい 人もいた。本調査では、採集者がイナゴを販売し 事実は確認できなかった。しかし、福島市内の温泉街や下郷町の伝統的建造物群、猪苗代湖畔といった観光地でイナゴの佃煮が販売されているのは確認できた。
　筆者は、イナゴの①採集時期・時間、②採集場所、③採
集方法、④調理方法、⑤消 の五側面からイナゴ採集・調理活動の詳細を記述することを試みてきた。これまでに栄養価や駆除の対象として語られ ことが多 っ だ
写真 6.　イナゴの翅脚取り
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－  36  －
イナゴの採集と調理活動（末永）
が、採集から食までの一連の過程を概観することで人とイナゴの関係性の一端を明らかにすることができた。採集者はイナゴを捕ること自体に楽しみを見出している。 そして、イナゴを自家消費目的だけでなく仲間同士のコミュニケーションの媒介としても用い、それが今に続く要因になっていると考えられる。
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